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の二つの場合に分けられ る.繭 者は)X物 質によ.り毒物 を除去 しても觸媒活性が囘復 しない
場合にて,毒物 と觸媒 とめ問1こ安定な化合物を生疲する事が多い.後者は觸媒活性が:<'W物の除
去によJ囘復する場合にて、.(Ha)::iV:物1こよる表面化合物の生成,或 は(Ilb}毒物が強い吸黹
により觸媒活性部分を占有 し反應の進行を妨害する.こ の適例 として'tilらnてゐるものはア




著者は反應速度熱解析法をAluコロイ ド鯣媒作用 特にその基本的例である白金 ゾルによる
過酸化水素分解反應を研究 してゐるが1,5),當反應が種々の物質の微量により抑制される事は
被毒現貌の著明な例 として よぐ知.られてゐる.多 くの ものは永久的潅作lllをするが,COのr,
作川は一時的である6⊃.こめCOに よる被毒現象を熱解析法 を活川 して研JLした るK,羅 物
COが 反應物質II,U;`こよ り酸化され活性の囘復ずる事 及び觸媒たるゾルの種類iLより脅II蓮






小 野 宗 三 郎,杓 理 化 學 の 遜 渉,17,115(且943).
・り 水 渡 英 二,物 理 化7gSの蓮 歩13,76(HI34),15、1,155(脚引)・







物 理 化 学 の 進 歩Vol.18No
'
熱解折法によるコ財 ト欄 蝶儲1り 併究(獅 報). ,n
併せて觸媒表面の歌態を考察 しようと思ふ.
。II,買 驗 方 法
反慰速度熱解析の實驗裝置並びに實驗方洙は從來i}と同様である.LUち觸媒溶液であ.る白金
ゾル50c.c.と過酸化水素溶液50c.c・とをfir;子製熱量計内にて 混合 し反應せ しめ,HaO;の
分bizよ る反應系の淵度上昇JTを 時聞'と ヲキに測定する。




KUCつて各黼 鯲 け・反髄 度 一釜@。 力綻 な幟 暑.・粉 を・鵬 ・飼 關
馭 は1・e・書 ～爛 鰍 りして鷹 進行嚥 袖 見・,解,q畍 臓 慮自躯
一次なれ晩 等 滞 一・殖 欄 係の鬮 め 一次蹠 離 恒鮎 を求め購 儼
の比較に用ひた.
白金 ゾルの製法は第川報5)と同様に袖 ∫'鞍の電氣的分1;Y91;rc依つた.貯 藏に對 しては水素瑳
ルよ り酸素 ゾルの方が安定なれば7生として酸素 ゾルを作 り貯藏 し,水素瓦斯を通じて水素 ノ
ルとした・
一酸化炭素互斯は120～1300Cに濃めた純硫酸に蟻酸を滴下 し發生せ しめ,俘生する不純物




先 づ屐 初1ζCO瓦 斯 を白金 ゾルに10分rtesじて(1秒 に2-3泡HD,かLる 前蠹理 を行つ
た ゾルILて過酸 化水素 を分解せ しめた.(F.ap.No.2.)被tｵの爲め恐 ら く分 解は柳制 され反慮
逑 度は非常 に遲 い と思 はれた ので あるが,豫期 に反 して影 響 は少 し も現 はれす無處理の ゾルに
よる楔 準の場 合(Erp.No.1)と反應型 及び反應速度共1こ同 一で あ つた.CO瓦 斯 の通 じ方 が
不足 の爲 と考へ2時 聞 以 上通 じて見た が 毒 作用は現 はnt,反 つ て活性度 が 少 しく墳 加 した
偉xp.No.3.)次に瓦斯 を通 ず る代 りにCO密 閉 氣 申で ゾル を.?0分間振鷺 して見た.す る と
.7)第




































































反應は最初抑制 され殆ん ど發熱な く或る時闇後に普通のILO.分解反應が起っ3r,(Exp..No.
4.)抑制部分の長さ 〔の はこの場合8分 であつた.(全反應終結時間は約50分・)依つてCO
氣中で ゾルを振盪すれば被毒により抑制現象が出るが,COを通 じて も出來 ない と云.S+n7妙な






































































































〔aJゾル申に豫 じめ溶存 してゐる他のx斯(水素又は酸素)がCO瓦 斯侵入の邪魔をしてゐ
るのではないかと考へ,CO瓦 斯處理をする前にソルを減壓で10一?0分間沸騰せ しめ溶存す
る瓦斯を出來 るだけ排除した。(Exp・No・5及6,E.p・No・7及8・)減壓沸騰處理をする
芳が抑制が長 くなる樣であるが確かでない.こ の際COIC斯 を通 じた場合 も極 くxaかく抑制
が現はれるのを認めた.
(b}一定.童のCOを 加へる爲め{L,ゾルを稀釋する際にCO瓦 斯にて飽和 した水 を用ひて
行つた.(Exp.No.9及10,)この場合抑制が全然現はれなかつた・
(c}抑制部分の時間Qを 長 くせんど思ひCO處 理のRx間を種々變化せ しめた.(Exp.Nα
11-V14.)しか し4とCO虚 理との間の相互關係は見 られなかつた..
斯 くの如 く種 々實驗 してゐ唱る醐に,反應開始前に熱Zド衡に逵 してゐる筈の ゾルの温度が極 く


















と考へ 次め如 き實驗 を行つた.皀 口ち抑制 現蒙 を明 らかに示 した ゾルを一 日室氣中に放置 した
るに抑制反應;が全然出 な くなつた.(EXp.No.15及16.)
以上の事か らしてCO虞 理方法 よ1)も,CO處理後反應 開始迄iC(熱李衡1.こす る爲約1～1.5い






りCOが 酸化 され盡 してゐた もの と思ふ.尚,Exp.No.!1.で解 る知 くCO處 理は短か くと
も.抑制が出るからCO被 毒は蝿 く速かに起る事が想像 される.
從つて以下の本實驗 に於ては次の黝に注意 して測定した. コ
Ca)ゾル又は過酸化水素溶液内に溶存する.瓦斯をfリ」確にしてをく事,帥ちゾルは勿論HeQe.
榕液にも豫 じめCO(又 はH,)瓦 斯 を約1時 間通じて充分溶 存せ る他 の瓦斯(主としてOE)
を追出 し,CO(又はH2):瓦斯で飽和せ しめた ものをJIJひた.tb)瓦苅虚理後流動パラフィン　
(5c.c.)で液 を覆 ひ察氣 と藩 斷 ずる こと1.こ依b出.來 るだ けOtの 溶解 を防 い だ.勿 論,反 應容
器 に詰 め る露 多少空氣 に觸 れる事 は止得な い。
鴨』 一
龜
IV.實 驗 結 果
〔1}水素ゾルによる賢驗 ・





















































前述 の諸 注意の下でCO飽 和の ゾルを用ひてII,O:を分解せ しめた るにEsp.No.18,ig
の如 く抑制 部分 の時 闇dが8分 にて大艘 一致 した.第 一圖 ㈹ で解 る如 く抑制部秀で は極 く
徐 々な發熱 があるが,反 應 液 を観察 す るに瓦斯の發生 を認 めnom.或 る點 よ り(8分後)急激左
盤 」況 とAILrRんに發 泡(H・o汾 解/Cよるo・ 塒)ナ る・ その後監ま嚇 されね ゾル6場
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を通 じo.に て置襖 したゾルの場合,F.xp.No..21はそれと比較 する爲めにILO.溶液はCO
で飽和せ しめたが,ゾr-F3CO處理をしない揚合にて,何 れも抑制現象は現はれt,棲 準の
Uと同様に進行する.的すぺての掲合に觸媒たるゾルは黒色にて反應に依 り變色せす,且っ
凝析 もしない.一
第一鬩lb)より解 る如 ぐCO被 毒を受け顯揚合反應は主として一次で進行 し,1雌初期に
少 しく水素 ゾルに特有な曲 りを示 してゐる.(第4報5)參照.)CO被毒 を受けた揚合の反應は
抑制都分が略々零次で進みある點で急に反應速度が飛躍 して,以後は一般の場合と同様一次で
進行 し,最初少 しの曲 りの現 はnる.Glsも同じである.反應型に關 しては次報で詳細に論ナるが,
要するに抑制部分では溶存するCOがII,O,によh酸化 される反應1.こて,COが酸化 し雖 され
即ち.CO被N+が除去 されて普通のx.o.のゾル1こよる接觸分解反rが 進行すると考へ らhる.
H,O,分解の一次反應速度恒數k,を見 るに擦準反應に比べて多少減少してゐるが略 々等 し
い.即 ち水素ゾルではCO被 毒除去後II.O,に對する分解の活性度は略 々囘復する事 を示す..
、(II}酸 素ゾルによる費驗
(aJ・∫ル濃度10×10一'g-atom/1の場合に閧 して行ひた る結果は第三表及び第二ioviの如 く
である.
Exp.No.23はゾル及び過酸化水素溶液共に何等の前庭理 をしない擦準の揚合にて,【b)圏
.で解る如 く酸素 ゾルは水素 ゾル と異 り反應初期が下方に曲る事は前報5}にて得られた 結果 と
同檬である.反 應孚ば以上にて屈曲の多いのは酸素 ゾルはH.O.分解ILKして不安,AILて反
應進行後哲時に して凝析す る霧である.活性度は水素 ゾル に比べ非常に劣る.爾,酸素 ゾルは
褐色(飴茶色)iCてH%O<分解反應に依つては變色 しない.酸 素 ゾルに.CO瓦斯を通 じてゐる



































































































反應 が初 め{i行 し(27分間)後}1209分解反應に移 る.水 素 ゾルと異 る黝 は抑制反懸 中は ゾ
ルはル ビー色であ るが發 熱 と同時 に黒色 に變 る事 とH,O.分 解反應 の活性度 が棲準の場 合に
Itぺ40～50倍に も均加 して ゐ る事 であ る.斯 くの如 く毒 物で あ るCO虐 理 によ りかへつて觸
媒の署 しい活性化 の起 る事 は注意すべ きで あ る.
CO飽 和 の ルビー色の ゾルにo.瓦 斯 を通す ると1～2分 にて黒色 とな る.更1こo.瓦 斯 を
通 じ充分o.に て飽和 した ゾルにて行つた もの は(Exp.No.25)抑制は現 はれないが 活性 は
甚 だ大 になρて ゐ る.爾,酸 素 ゾルにH.瓦 斯 を#一 ると約15分 にて突 然黒色 とな るが,か
か る水素 ゾ'レによる反 應がExp・vim.26である・Exp.No.25とF.zp.No,26とが同一結
果 を示 す勾`は沼1Hすべ き事で あ る.Exp.No.27はHeO.溶液 のみ にCOを 飽和せ しめた場
合izて弱V・抑 制が現 はれてゐ る.か 、る溺い抑 制は水素.ゾノレの揚合 に もゾル濃度 を;mくして
反應 を遲 くす ると現 れた(F.xp.No.22),ぐ第三 圃參照.)
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ゾル濃度 を(a〕の場合の1/4ににすれrxcoを 飽和せ しめた ゾルは美 しい ピンク色 を呈 し
た。反應 様 式は前 の場合 と全 く等 しい.(r:.P.No.29.)enち抑制 反應力:終る と同bizゾルは黒
爨.LH.O:5}解反應iこ移 る.wo"E?FvのゾルにH.瓦 斯 を通 す る も變.色せ#,CO飽 和のH,O,
＼ 溶液 と.反應せ しめ るにF.tiT,No.30の如 く反應様式 は ゾル及H.02溶 液兩 者共COで 飽和 し
た揚 合(Lxp,No,.29)と同一で あ るが抑制部分が短 か くなつて ゐ る.H,で 飽和 したH40.
溶液 をCO飽 和 ゾルで分解す る場合抑制属應 は現 はれ るにか 」は ら9(Eap.No.31),CO飽
▲
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和 後H2で 追 出 した ゾ ル で は 幌 合 と 同 時 に 黒 變 し抑 制 反 感 は 現 は れ な い(Exp.No.32),

















ゾ ル 濃 度 が 非 常1.こ薄 い 爲 そ の 色 及 び 凝 析 の 有 無 の 識 別 は 困 難 で あ つtcが,反 應 の 様 子 は 同 一
で あ る.
CO處 理 とH,處 理 及 び02處 理 を 組 合 せ た 揚 合 に 關 し て も,前 述 の(a}及 び 〔b)の揚 合
の 結 果 を 更 に 確 實 に な し得 た 事 を 示 す.
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(ax報)水 渡 英 二
物理化学の進歩一
"1・瞬蠏
ヒ ご コ　　　コ ロ
3&4(1944)'.
Na3,9
(1)裾 色の酸素 ゾルに まるH.O.分 稗反應.も.それ にH2瓦 斯 を通 して得 允盤色の水素 ゾ
ルに よる反 應 も,共 に反應型 式は;iiとして 一次式に從 ふ.(喉 最 刧の小部分の直線 よ りの偏異
の 方 向を邀 にす ろ.Oニt}'peに闘 しては第 四報5)參照.)活1坐度 は酸 素 ゾルを1と すれば,水 素
ゾル は約50で あ る.
(2)褐 色 の酸素 ゾルにCO瓦 斯 を飽和せ しめると赤 色の ゾルとな る.か ㌧ろゾルIcよる反
應 にはCO被 毒 現象が現 はれ,抑 制反 應(不活性部分)とH20ヨ 分解反應(活性部分)め二段 の
逐次 反應(cnnsecutiaereaction)とな る.且 つ兩反應の移行點 にて ゾルの.色が 赤 色 よ り黒 色に'
變 化す る.H2Q=分解 反慰 に劃'する編媒活性度c3nの酸素 ゾルよ り著 し く大 にてフk素ゾルの そ
れ に略等 しい.
(3)rP,riの水素 ゾルにCO瓦 斯 を飽和 する も色 の變 化はなv・.然 しかLる ゾルILよる反慮
にはやは りCO被 毒現貌 が現 ばれ抑制反應 とII,O,分解反應 の二段 とな る.(移 行黙r於 い
て 色の變 化はない.)H,O.分解 に對す る活懴度 は元 の水素 ゾルに比 べ畭 り差 がない.
(4)CO飽 和 の酸素 ゾル にn.瓦 斯 を通 する1.こ赤色 は黒 色に變化 す.かiる 黒 色 ゾル に よ
る反應 は抑制 な.〈一次1.こて水素 ゾル白身摩)場合 に等 しく,活 性度 も商 く水 素 ゾルに類似 す.
(5)CO飽 和 の酸 素 ゾルにII.1:斯を通 す る.も赤 色の まLで 變.色しない.かLる ゾル に よ
る反應 はCO飽 和 の酸 素 ゾル と同様 であ るが.抑 制が短.くな る.活 性度 は高 〉}.
(6)CO飽 和 の水 素 ゾルにn瓦 斯 を通 す るとN?色のま ㌧で あ る.力浅 る ゾルに よるlxP









以 上の事寳 よ りして,碣 色の酸 素 ゾルは白金 コ・イ ド表而(又 は内部)が 酸 化 されてゐ る酸
化 白金 ノル(P【Or漕で あ り,それにHe瓱 理 をすれば・(操.作(1)}表面が遞 元 され る もので,か
か る黒 色 の水 素.ゾルは眞のFl金ゾル(PI}騨】で ある と考 へ る.酸 素 ゾル をCO處 理 しセ(操作{?))
得 られ る.赤色 ゾルは コ ・イ ド表 面 にカーボ 昌ルのfN來た 白金 カーボ昌ル・ゾル(Pト(co),Jであ
4ionζれに0,處 理 をす れば({;:(4)),カーボ 呂.ルが酸 化 訓 ■爽面 のCOが 除 去 された黒色
8)白金 霊酸棄`の 化n物 及その水加鞠εして次のものが知 られてゐる.
rIOP巴30場P【02ria
(Pω{ρR匸20・'rii.0鷺 謁i環 ・)
こ4しの湿 合物 ピ考 へPlOnぜ した,本 報 ξは吸 清 イオ ンに闘 しては 考 へ な い.
9)第4報(nom,is,13(1製2))では 水 索 化膜 の 仔 在 を考 へ た が 本實 驗 繕 果 よ り考察 して 白金 ド1身Σす
る方 力詈よい ・.
10》赤 色 の 白金 ゾル に驕 して は
俊 野 傑,Brv!!.Ch.at..Soc.fnfau,9,Rｰ0(且鰻);15,鵬 …ρ7(isaa)
の.研究が あ る,Y1,白 金 芝一・酸 化 炭 素 この化 舎物 にはYiO・COも 狛1られ て ゐ るが,n.くす れ ば禍 色
ゾル(酸素 ゾル)にCO處 理 に よ り得 た 洗 色 ゾルがDy壌 理 で禍 色 ゾn-1:{,る筈 で あ る,然 るに本
實 瞼 で は黒 色 ゾル(純 白金)に な る事 か らPi〔CO>uピした ・
曁.
.曜「.幽誦「.厂 ヲ曙.「 尹「 　
Vol.XVITL
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の 白金 .ゾル(P,)とな ると考へ る と總て の實驗 事實 が よ く詮 明 され得 る・
CO'






茲 に純 白金 ゾルで も操作(1)tc‡り緲 られた もの躰表 面 にH,を 吸瘠 しtc}'1金コ ロイ ドを有.
す るH,瓦 斯 で飽和 した純 白金 ゾル{Pt.._H2}溶液 にて1操 作(4)rτ丁得 られた ものはO,.
を吸着 した 白金b・ イ ドを有す るOt瓦 斯 で飽和 した純 白金 ゾル(Pt・一..・Qi)溶液 で.ある・又.
水素 ゾルlcCO處 理 をす るも(操.作(3))カーボ ニル・ゾル とttならぬが,かsる ゾルはCOを
吸着 した 白金 コ ロイ ドを有す るCO瓦 斯 で飽和 した純 白金 ゾル(.Pt._..CO)溶液セ ある.こ .
れlcOe處 理 をす れば(操作(6))COは 酸化又は逍 出されOtを 吸 着 した純 白金 ゾル(P【・..…
Oi)溶液 とな り,.これは操 作(4)にて作 られ た ものと同一 で あ る.と.思ばれ る.
CO飽 和の酸素 ゾルにH:堤 理 をすれ ば(操作(5)),液中のCOは 追tllされ1-lg1・tvaic代る
が,コ ロイ ド表 面は カーボ ニルのまL殘 る爲に赤色 を呈 す.同 じカーボ 昌ル・ゾルで も操作前
ら
はCOを 吸着 しfcカーボ ニル・ゾル(Pt一{CO}.....,.Co)にて操 作後はH.!.を吸着'した カーボ
=ル ・ゾルCR・CCO}iX.._.H,}と考へ られ る.
徇,力 冖ボ 員ル ・ゾル1.こよる反應 に於 て抑制反應 より分解反 應 に移行 す る際,赤 色 より黒.色
に變化 す るのは コロイ ド表 面のCOが1-1,0,va.より酸化除去 され 純 白金 ゾルにな る爲で ある・
扨 て反應 を併せ考へ るICtCO被毒現 狼で ある抑制反應 の現はれ るのは ゾルの色に關係な く.
CO瓦 斯 を吸着(飽和)した ゾルで あれ ば よい・ 鄙 ち白金 カーボ=ル ・ゾルで も純 白金 ゾルで も
よい.(抑 制反應 の機構 に關 しては次報 で祥綱に踰 ナる).次 に黒 色の純 白金 ゾルで あれば如
何 な る操作((1),(4)又は(6))によつて作 られ ようと も,邸 ち如何 な る瓦斯 を吸着.してゐて
も,H202分解 の反 應型式 は水素 ゾルの攤合H-typeであ り,褐.色の酸化 白金 ゾルの0-t)'pe
と異 る.(例.Exp.No:20と21,Exp.NQ,25と26比較・)又1・t!O.'分解 に針す る活性度.
も黒 色の純 白金 ゾルなれ ば糂て非常 に大にて酸 化 白金 ゾルの約50倍 で あ る.
　
褐色の酸化rl金ゾルはH2處 堙にて黒變 レCO處 理rζて赤色に變 るが1一 度黒色の純n金
ゾノレになればCO及 びO,處 理によ1)va色しない.尚.貯 藏に對 しては酸化白金 ゾルは純白




要するにゾルの色ば コロイ ド表面の性質によるもので吸茄瓦斯には閾係 しないと思はれ る.
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ロ
ポ昌ル表面の.コロイ ドであると考へる.両,かく考へ る事により酸素 ゾルでは水素ゾルと異 り
CO被毒現象と共に觸媒の活性化現皴が超 る事がよく諡明される.帥ち水事ゾルの場合の被毒
は單なるCO.の殱い吸茄であるが,酸 素 ゾルの場合では毒物COと 觸媒とが化合物を作 りそ
れが更に除去され る.全 皚を通 じて考へれば毒により觸媒表而の酸化膜が除去された事 とな












3.CO被毒の白金 ゾルは室無中より溶解 し來る酸素の爲めCOが 酸化除去され容易に無毒
と.なる,.
4・水素白金 ゾル(黒色)に臥 しては被毒囘復後H・o汾 觧に對 ずる觸媒活性度ta元のtsで
『
あるが,酸 素白金 ゾル(褐色)に關 しては囘復後活性度の著 しい坿大がある.
ノ
5.水 素 白金 ゾルの コロイ ド表 面は純 白金tCて,こ れ にCOが 強 く吸蒲 され る爲 に毒作 用 を
、
呈す る.
6.酸素 白金 ゾルの.コロイ ド表面 は酸化 白金 にてCOに よ り一度 白金 カーボ ニノv.とな る.か
か る 力冖ボ 昌ル・ゾル(赤色)ではCO毒 が除去 され ると(HtO2と の反maicよる も,O=と の
反 應 に よる も共 に)黒 色 の白純 金 ゾルとな る.從 つて活性 度 の勾ウ大はか 」る表 面歌 態の變 化
に よ る.






















































































th・c[t…f.th・hyd・ ・9・ns・LTh・ ・eacti・炉sal・ ・high]lkethat・fthehyd「 ・9・ns・1・
(5}Tりecolourorthご 「oxygensolsaしuraヒedwlヒhα〕isnotchanSerlbアpassi日gH!gas.
Aftersucha【reatmentthereacLiohofthissolisIiketh飢oftheoxygensolsaturaしedwith　 ハ
CO,tboughthere頃rdaヒion.per{odisshbrしenedandther母activityishigher・
(6)Thepa5s藍ngo「02gasthFoughthehydrogen301saturaヒedwithCOcausesnochange
ofしheblackcolo町of【hesol.ThereacしionoF山esolthustreatedproceedswith6u[any
reしardati。n,itSreactiontypeat・dreactivityheingsimiiarto.th(meoftheoIiginaE.s。L
,
ConsiderationoftheSurfaceofColloidalPt-catalysts.
Theabovemenrioned(actssugg(蹴 出erai】owingconsideration・Tbebrown・xygen,蹙oI
IS.theplaヒinu皿oxideso1〔Pし0皿},consistingo「tbe.colloidalPlatinum.whosesurface(or三n重erior}
hasbeenoxidized.AythetreatmentwithH,gas,thesurfaceisreducedtoplatinumand
theblackhydrogensolthnsformedisconsideredtobetherealpl;ttinumsol(Yt).Thered
sDiobtainablern)mtheQxアgensolby【hetreatmentwi山COgasi5theplatinumcarbonylsoi
{PL一{CO)。}co囗siltingofthec。lloidal鹵inun・wh。sesur臨cehas厩ncoatedwithcarb叫1・
ThetreatmentwithO.gascausestheoxidationantiremovalofcarbonylsothatthewltoms
realPt-solofblackcolour.Bytheaboveconsideration,alltheexperimenta藍f…Lctsareclearly
explainedaccordingtothefollowingscheme
co
Platinum-oxidesol(brown)一>Platinum-carbonylsol(red)
・Pto
聖、Pt(CO}皿.H・↓ ↓・・
(pure)Platiiimnsol(black)
Pt
There[ardaし董onreacrioi口whlchis山eeffecしofCO-poisoningisobsei・、・edonlyin亡he.sol
saturatedwithCOgas,beingindependentofitscolour.Thecolourofaso]isdependenton
thenat巴reofthe,urfaceo「しheco正Ioid則1d蛤probablyindependentofしhe.adsorbedgas・
Insho鴫the.colloidsi]surfaceor山ehydrogensolCOl1S15fsofpureplnunum,andthe
strongad§◎rp車ゆnor.COonitcausespoisQn量ng,Onしheotherhand,,thesロdaceo「 ・出eox}・gen
solconsistsofplatinumoxideandthiscataf}'stsurfaceandthepoison,CO,combinetoform
ゆeplatinum-carbonylsol・1笛removalleavesthesurfaceofpロrep】atinumwhichis血en
reactive.Thisamountstosayingthatthepoisonremovestheoxidizedfilmonthesurfaceof
theca回yst・InIIllscase,theremarkableenhancemenしo「theca壌lyticactivityisdロeto【he
changeofsurfacestateacrditisinteresthtgtoseethattheactivityofthecatalystisheightened
bア 匙hepoison・
四 θ1)epartnxe'話げ 」Pkys'α露(カ}8～～zixlry,
σゐβ肌icaG1}説ε``吻レ ム:yato.1}pzpθ}・ial{乃聖.`1H.1・δ鹿ツ・ (Re_eiveJI46.■1,19懸)
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